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松本市長 菅谷 昭

今、『除染』ということを日本が一生懸命やっています。

ちょっと僕は、昨日も文部大臣の前で言いましたが、

「日本は『除染』にあまりにも期待しすぎてはいませんか？」

ということを申し上げました。

チェルノブイリでは 30 ㎞ゾーンでは、20 ㎝の表土を削ったんです。今回、日

本の除染はどれだけ削るか、僕もわかりませんが、大体 5～10㎝でしょうね。

それ、20㎝やったけども、ご承知のとおり、25年経っても？？ないですよね。

ですから、そんな簡単にいかないだろうというふうに思っております。

それから、また、ドイツ・ミュンヘン大学の環境関連の教授が、この衆議院で

講演したその紙が一枚入ってきましたけど、ドイツですから彼らも非常に真剣

ですけどもね。チェルノブイリ近いですから。やはり本当にやるなら、4，50

㎝表土を削らないと無理だということを言ってます。

だから、『除染』というのは相当やっぱり、しっかりやらない限りは、なかな

か簡単に空間線量、或いは土壌の汚染も含めて難しいだろう、早期に効果的な

結果を出すのは難しい。

ところが、2 年以内にどうだこうだと言っていますけど、本当になってくれた

らありがたいんですけど、「実際にどうなのかな？」というのは、チェルノブ

イリに学ぶしかないんですけど、日本のほうがいろんなやり方をもってやって

くって言いますけど、これからやってくわけで、結果なんて誰も何も知らない

です。

だから 2，3 年やってみるときに、やっぱりあれだけ何十兆円もかかるんです

よね。それだけでも。だから、除染されなかったとなると、なんだ？というこ

とに。その間やっぱり、軽度の汚染地に住んでる人たちは、ご苦労されるわけ

ですから、あまり『除染』ということに先走っちゃって、何年後には住めると

いうようなことを言うことは、いかがなものですか？ということも昨日申し上

げてきました。

福島県の場合、長野県もそうですけど、長野県は 8 割くらい山ですから。こち

らも 7割くらい多分山。

そのドイツの先生もおっしゃっている。僕もそう思いますけど、

「平地は除染しても、山とかはどうするんですか？」



ということになるんです。結局ドイツの先生は、

「やっぱり全部木を切りなさい」

と。だから、岩山になっちゃうんですね。そんなことできませんよね？

だからそういう意味でもって、あるところで部分的にやって、極めて医療で言

ったら大量的な治療であって、根本的な治療ではないわけです。

お茶を濁すようなことであいかないわけです。

こういうところが、政府がもうちょっときちんと、皆さん判るようにお話して

いかないと、私はいけないんじゃないかなと思っています。

この辺は、チェルノブイリの教訓を生かしていくべきではないかなと思ってお

ります。

（参考）講演の映像（USTREAM）

　http://www.ustream.tv/recorded/17868965


